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１．はじめに 

北海道大学北方生物圏フィールド科学センターは，２００１年４月に農学部と理学部，水産学部に所

属していた生物系の附属施設を統合して設立された教育研究組織である。森林圏・耕地圏・水圏の 3つ

のステーションから構成されており，生物生産研究農場(以下，農場と表記)は耕地圏ステーションに所

属している。今回は，農場の植物生産技術室園芸技術班の業務や，現在抱えている業務上の課題につい

て紹介する。 

２．業務紹介 

２.１ 果樹・蔬菜の栽培管理 

園芸技術班の管理する圃場面積は約３ｈａあり，果樹５７．１ａが多くを占める。他に，アスパラガ

ス、ブロッコリー、レタス、ニンニク、ナガイモ、ギョウジャニンニク、トマト等３６．8ａと，細かい

作付けとなっている。また，農学部講座や生物環境工学分野で使用している圃場面積は２８．２ａある。

以下に簡略化した作業暦を記す。 

４月：花、ハーブ、野菜の播種・鉢上げ，圃場内整備(雑木伐採等)，果樹の薬剤散布１回目 

５月：アスパラガスの収穫開始，ブロッコリー、レタス、トマト、コマツナの定植， 

果樹の薬剤散布２回目 

６月：苗販売，調理用トマト‘なつのこま’の定植，リンゴ、西洋ナシの摘果・網掛け・夏季剪定， 

大豆、落花生の定植，ナガイモの播種，スイスチャードの播種，トマトの整枝・誘引， 

アスパラガスの収穫終了，果樹の薬剤散布３回目

７月：ブルーベリー、ハスカップの収穫開始，ブロッコリー、レタスの収穫，ニンニクの収穫， 

トマトの収穫，コマツナ、スイスチャードの収穫，収穫後圃場の片付け，

リンゴ‘夏の紅’の摘葉，果樹の薬剤散布４回目

８月：ブルーベリー、ハスカップの収穫終了，トマトの収穫開始，調理用トマトの収穫開始， 

リンゴ‘夏の紅’の収穫，リンゴ‘旭’の摘葉・収穫，果樹の薬剤散布５回目

９月：トマトの収穫終了，調理用トマトの収穫終了，西洋ナシの収穫，

リンゴ‘つがる’の摘葉・収穫，リンゴ‘NJG’の摘葉，

１０月：リンゴ‘NJG’の収穫，ナガイモの収穫，ニンニクの播種 

１１月：リンゴ‘ふじ’の摘葉・収穫，落花生の収穫，大豆の収穫・選別 

１２月：ブルーベリー、サルナシの剪定，圃場内整備(雑木伐採等)，除雪作業開始 

１月：リンゴ、ブルーベリー、ハスカップのジャム製造 

２月：リンゴ、西洋ナシの剪定開始 

３月：リンゴ、西洋ナシの剪定終了，除雪作業終了 

作業暦中には記載していないが，合間に圃場内の除草や機械による耕運，農場実習の準備及び実習指

導を行っている。農場実習についての詳しい説明は次項に記す。 
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２.２ 実習の指導および研究支援 

農学部の４学科に対して，４～７月の毎週水曜日・金曜日および夏季収穫期(～９月末)に農場実習を

開講しており，農場の技術職員が分担して実習指導業務にあたっている。実習内容は作物、園芸、家畜

管理、農産物加工、機械管理など多岐にわたる。園芸技術班では自分たちの管理する花、ハーブ、果樹、

蔬菜の管理作業，収穫した果実を使った農産物の加工作業を通して実習指導を行っている。また，作物

生産管理実習では野菜栽培の講義を行っている。さらに，圃場を研究利用している又は研究利用したい

先生方の要望に合わせて，利用する圃場場所の提案や機械での耕運作業などを請け負っている。 

２.３ 農産物加工 

農産物の加工や貯蔵に関する実習教育を行い，生物資源の有効利用を図っている。収穫後すぐに洗浄

して冷凍保存していたブルーベリー、ハスカップ，生食には適さない傷果・不良色果・小果のリンゴ‘き

たかみ’を，それぞれジャムに加工する。製造したジャムは北大職員向けに販売されている。 

農場実習ではトマトジャムの製造を，北大の全学実習の一つである「身近な食べ物つくり実習」では

ラーメン製造や豆腐製造を行っている。また，２０２３年には他大学との交流の一環として，シンガポ

ール大学の学生１０名と北海道大学の学生１０名に対してリンゴジャム製造の実習を行った。

３．業務上の課題 

３.１ 英語でのコミュニケーション 

農場を利用して研究を行っている留学生は多く，英語で農場施設利用上の注意点等を伝えようと悪戦

苦闘している。また，農場は基本的に関係者以外立ち入り禁止になっているが，気付かずに入ってきて

しまう観光客の方もいるため，事情を説明する際も同様に苦労している。 

３.２ 技術継承 

筆者は２０２０年４月に北海道大学技術職員に採用され，本農場で働き始めてからおよそ４年が経過

した。就学していた学校では農業関係のことはほとんど勉強していなかったため，栽培の基本や機械操

作等の技術を先輩技術職員の方々に一から指導していただいている。業務の特性上，１年に１回しか行

わない作業も多く，４年経った今もまだ学んでいる途中にあるが，今後あらゆる業務に対応して研究支

援を行えるよう，知識や技術を受け継いでいきたい。 
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